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大泉桜学園のきまり（西校舎） 

 

学校のきまり   ５～９年 

（１） 登下校のきまり 
  ・７時４５分から８時２５分の間に登校する。 

※登校後に忘れものに気がついても、取りに帰らない。 

・８時２５分以降に教室に入室する者は、遅刻となる。朝学活に間に合わない遅刻者は職員室

にて遅刻届を受け取り、必要事項を記入して授業担当の先生に提出する。 

  ・朝読書のため、８時２０分には教室に着席し、３０分まで静かに読書する。 

  ・学校を休む時は、職員室に、保護者から電話連絡を７：４５～８：１５までに入れる。（遅

刻や早退、授業見学も同様とする。連絡帳や連絡カードに理由を書いて兄弟や友達に頼んで

知らせても良い。） 

・正門から出入りをし、桜ロードを通る（グラウンドを横切らない。） 

  ・下校時刻を守り、寄り道をしないで帰る。 

    委員会、係、部活動の最終下校時刻  ３～１０月  午後６時３０分 

                      １１～２月  午後６時 

・下校後や校庭開放、再登校のときも、学校へは自転車では来ない。忘れ物などを取りに来た

ときは職員室に声をかけてから取りに行く。 

※再登校する場合は、制服もしくは部活動で決められた服装で来る。（５･６年生は標準服も可。） 

  （５・６年生)防犯ブザーを携帯し、通学路を守って登下校する。学童擁護の方の指示を守る。 

  (５・６年生)遅刻や早退をするときは、必ず家の人が付き添って登下校する。 

 

（２） 学校生活のきまり 
① 朝の時間 
 ・朝礼のときは、８時２０分に体育館に集合・整列する。 

② 服装・頭髪 
 ・頭髪は染色や脱色をしない、ワックス等の整髪料をつけない。特異な加工をしない。 

 ・髪が長い場合は、ゴムで結ぶ。（ゴムの色は黒・紺・茶とし、髪留めは黒とする。） 

 ・その他、「服装･頭髪等のきまり」を守る。 

 ・室内ではコート・手袋・マフラーなどをしない。 

 （７～９年生)制服を着用する。 

（５・６年生)制服または標準服を着用する。フード付きのパーカーは着ない。西校舎では校帽

をかぶらなくても良い。ただし校外学習などでは着用する。 

③ 学習 
 ・はじめと終わりにあいさつをする。（起立・礼・着席） 

 ・学習に必要のないもの（例：スマホなど）は持ってこない。 

・体育着のシャツはズボンの中に入れる。体育着忘れは見学とする 

 (５・６年生)シャープペンシルや缶ペンケースは使用しない。飾りなどを付けない。HB～２B
の鉛筆４～５本、よく消えるシンプルな消しゴムを使用する。鉛筆は家で削ってくる。（ど

うしてもの場合は休み時間に削る。） 
④ 休み時間 
 ・廊下、階段では静かに右側を歩く。 

 ・特別教室に移動するときは授業に遅れないように移動する。 

 ・他クラスの教室には入らない。他学年のフロアや廊下にできる限り近づかない。 

・職員室の中には入らない。挨拶をし、所属（学年、クラスや部活など)と名前を言ってから先生を呼ぶ。 

・昼休みは外用のボールを西体育館にて借りることができる。 

※グランド以外（コンクリート・芝生の上、池の近く）ではボール遊びをしない､走らない。 

・休み時間に体育館裏やプール裏、屋上に向かう階段などには侵入しない。 
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⑤ 放課後 
 ・学活や清掃等が終了したら速やかに帰宅する。 

 ・放課後に何か役割があり残るときには、担当の先生の許可を得る。 

 ・中学部は校庭開放や図書館開放、「さくらっ子広場」には原則、参加できない。参加する場

合はボランティアとして、お手伝いに行く場合のみ認められる。 

以下（※）は５~６年生のみです。 

 ※校庭開放のある期間は、下校した後で校庭遊びができる。 

 ※校庭開放や図書館開放には、食べ物・飲み物は持って来ない。指導員の指示をきちんと守り、

トイレは開放用のトイレを使う。（校舎内には入れない） 

 ※校庭開放や図書館開放には歩いていく。自転車では来ない。 

 ※「さくらっ子広場」に参加するときは、かならず受付をし、スタッフの指示に従う。途中で

帰るときはスタッフに伝えてから下校する。 

⑥ その他 
 ・持ち物にはすべてに名前を書く。 

 ・落とし物を見つけた場合は職員室に届ける。 

 ・あいさつや返事をしっかりし、ていねいな言葉づかいをする。 

 ・学習に必要のないものは持ってこない。金銭・貴重品を学校に持ってこない。 

※何かの支払い等で金銭を持ってきたときは、必ず朝８時１５分より前に職員室に提出しに来る。 

 ・タブレット導入にともない教室ロッカーに教材は全て置くことが出来る。きちんと片付ける。 

 ・更衣室では騒がない。荷物はきちんとまとめてロッカーの中に入れる。人の物に触らない。 

 ・ハンドクリームや制汗シート、リップは強いにおいがしないものを利用してよい。また、

リップは無色であること。 

（３） 校外生活のきまり 
  ・外出するときは、行き先や一緒に行動する友達の名前・帰宅予定時刻を家の人に知らせておく。 

  ・服装や言動から事故につながることがあるので、十分注意し、万一事故にあったときには、

警察や保護者、学校にすぐに連絡をする。 

  ・知らない人の誘いにはのらない。 

  ・危険な遊びはしない。（火遊び・エアガンなど） 

(５・６年生)子供たちだけで遠出をしたり、お金を持って遊びに行ったりしない。防犯ブザー

を持ち、夕焼けチャイムを守って帰る。 

   ３月～９月 午後５時３０分   １０月～２月 午後４時３０分 

 

（４） SNS・インターネット、スマートホン・携帯電話の利用方法について 
・「よそはよそ、うちはうち」どのおうちでもそれぞれに利用についてルールがあり、お互いにそ

れを守ることが一番大切です。具体的には以下の通り。 

※「自分を守る」→利用時間を守ること。学習時間・睡眠時間を確保し、生活リズムを大切にする

ことで学校生活や授業での集中力がわいてきます。 

※「家族や友達を守る」→いつまでも長時間やりとりをしない。相手にも都合があり、生活リズム

があります。友達の生活を大切にする。ネットいじめや誹謗中傷により誰か

が傷つく社会を作らない。 

※「学級や学校を守る」→個人情報保護の考え方を知り、公徳心・社会性を身に付ける。 
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服装・頭髪等のきまり 

項目 服装・頭髪の決まり 

 

 

制服 

（冬型） 

１０～ 

５月 

 

スラックス 

・ブレザー（ボタンをとめる）、白いワイシャツ（開襟、ボタン

ダウン等は不可）、ネクタイもしくはリボン（ゆるめない） 

・ワイシャツの下に着用するシャツは、白無地。ワンポイントのみ可 

＊指定ズボンの変形は禁止＊ズボンは腰パン等のはき方をしない 

 

 

スカート 

・ブレザー（ボタンをとめる）、白いワイシャツ（開襟、ボタン

ダウン等は不可）、リボン（ゆるめない） 

・ワイシャツの下に着用するシャツは白無地。ワンポイントのみ可 
・指定ベスト 

・指定スカート (変形は禁止 ) 
＊スカートは、膝がしらがかくれる長さ 

 

 

制服 

（夏型） 

６～９月 

 

 

 
スラックス 

・半袖の白いワイシャツ着用（開襟、ボタンダウン等は不可） 

・半袖のポロシャツの場合は、無地の白・紺（ワンポイントのみ可） 

・指定ズボン（変形は禁止） 

 

 

スカート 

・半袖の白いワイシャツ着用（開襟、ボタンダウン等は不可） 

・半袖のポロシャツの場合は、無地の白・紺（ワンポイントのみ可） 

・半袖のワイシャツの上に学校指定のサマーベスト着用 

・指定スカート (変形は禁止 ) 
＊スカートは、膝がしらがかくれる長さ 

 

防寒着 

・コート…黒や紺、グレーなどで、華美でないもの 

・セーター（黒、紺、無地）（カーディガン不可）  
※袖や裾が長くなり、手が出ないものは不可 

・マフラーや手袋、ネックウォーマー…着用可（華美でないもの） 
・黒色のタイツ…着用可 

上記全て儀式的行事や体育では着用不可 

 

靴下 

 

スラックス…白や黒、紺のソックス（ワンポイントのみ可） 

スカート…紺・黒のハイソックス (ワンポイントのみ可 ) 
＊くるぶしソックスやルーズソックスは禁止 

靴 

(下履き ) 
・運動靴（体育の授業に支障のないもの） 

・ローファー可  ＊靴はすべてかかとを踏まない 

靴 

(上履き ) 
 

・１～６年…足の甲が隠れない、柔らかい素材のものは不可 

・７～９年…指定の上履き（体育館ばき兼用） 

＊かかと部に名字を漢字で記入する。かかとを踏まない 

ベルト（ズボン） ・黒のベルト 変形（細いものやひも状のもの）･飾り禁止 

カバン 

 

・リュックサックタイプ。 

・キーホルダーは一つまで 

校章 ・標準服の上着を着用する時は必ずつける。 

 

不要物 

 

・ピアスやネックレス、サングラス、装飾品、漫画、遊び道具、

携帯電話等、学校の授業や部活動に必要ないものは持ってこ

ない。身につけない。 

頭髪等 

・整髪料の使用、剃り込みやパーマ、カール、毛染め、脱色、極

端に短い刈り上げ、編み込み等の特異な髪形は禁止とする。

肩まで伸びた髪はゴムで結ぶ。飾りや化粧、眉の加工は禁止と

する。 

上履き､ネクタイ､ 

リボンを忘れた場合 

(貸出)朝学活前に職員室に行き、先生に申し出る。 

(返却)職員室の先生のところまで返却しにくる 
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☆（５･６年生）標準服（制服に準ずる服装）を着る場合 

 スラックス スカート 

 

 

春 

秋 

冬 

10月～5月 

・上着はブレザーやセーター、ベスト

を着ます。どれも色は紺や黒、グレ

ーとします。無地の紺または黒の

トレーナーも可とする。ただし、

（フード付きの）パーカーは不可

。（上着は着用しなくても良い） 

・無地の白･紺･黒･グレーのポロシ

ャツでも可とする。 

・ズボンは紺や黒、グレーの半ズ

ボン、または長ズボンをはきま

す。 

・上着はブレザーやセーター、ベストを着ま

す。どれも色は紺や黒、グレーとします。

無地の紺または黒のトレーナーも可とす

る。ただし、（フード付きの）パーカー

は不可。（上着は着用しなくても良い） 

・無地の白･紺･黒･グレーのポロシャツか白

のブラウスでも可とする。 

・スカートは紺や黒、グレー。または制服

と同じような色のチェック柄スカートを

はきます。 

 

夏 

6月～9月 

・無地の白･紺･黒･グレーのポロシャ

ツを着ます。 

・ズボンは紺や黒、グレーの半ズ

ボンまたは長ズボンを着ます。 

 

・シャツは無地の白･紺･黒･グレーのポロシ

ャツ、または白のブラウスを着ます。 

・スカートは紺や黒、グレー、または制

服と同じような色のチェック柄スカー

トをはきます。 

靴 下 ・黒､紺または白をはきます。 

(くるぶしがきちんとかくれる長さ) 

・黒、紺または白をはきます。 

（くるぶしがきちんとかくれる長さ） 

・標準服のスカートのたけも、制服と同じように「ひざがしらがかくれる長さ」とする。 

・防寒用として黒色のタイツを着用できます。 

・ベルトは黒色っぽいもので、飾りのないものとする。 

・ズボンはスラックスとし、スポーツウエアや作業着風、遊び着風、室内着風のものは不可とする。 

・極端に短い半ズボンは使用しない。体育着と同じ程度の長さにする。 

・上着、シャツ、ズボン等は全て、柄のない無地とします。(胸にワンポイントまでは良い。) 

 ・５・６年生は校帽を着用しなくてもよい。ただし、校外学習等で健康面や安全面で帽子着用が

求められる場面では着用する。 

☆（５･６年生）スモッグ・エプロンを着る場合 

【４～６年生 エプロン】 

○できるだけ体をおおえるもの 

○脱着が容易なもの 

○白・黒・グレー・紺を基調とした色のもの 

◯スモッグタイプのもの 

 １～３年生で使用したものを引き続き使用してもかまいません。 

【１～３年生 スモッグ】 

○袖がかくれており、手首にゴム入りのもの（７分袖や長袖） 

○薄手のもの（夏期似も着用できるもの） 

（かぶりもの、前ボタン、前ファスナーなど） 

○白・黒・グレー・紺を基調とした色のもの 


